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■先月の為替相場 ■今月の見通し

■為替の動き ■株価指数の動き

（資料）ブルームバーグ

■先月の注目イベント ■今月の注目イベント

-7/31 GDP 速報値 Q2

東アジア資金部台北室　メロディー・トン
TWD/JPY 4.95 5.15

発表日

台湾ドル相場
予想レンジ： USD/TWD 31.20 32.20

6月のUSD/TWDは安寄り後に上昇する展開となり、変動レンジは31.36～31.90となった。
月初はドル安と外資資金流入により台湾ドル高となり、中旬はFedのタカ派姿勢でドルが下
支えされ、下旬は期末と配当送金需要でレートはレンジ上限へ接近し、全体として資金要
因主導の動きとなった。

月初のUSD/TWDは5月末からの台湾ドル高基調を引き継ぎ、約31.36付近で始まった。し
かし中東情勢の不透明感の高まりにより安全資産としてのドル需要が増加した。さらに発
表された米国5月非農業部門雇用者数が市場予想を大きく上回り、Fedの利下げ後ずれ観
測が強まり、ドル指数が上昇しUSD/TWDは31.60～31.70レンジへと上昇した。輸入業者
のドル買い需要も同時に強まった。

中旬はレンジ内でのもみ合いに転じた。市場はFOMC、台湾中央銀行、日本銀行の会合
結果を見極める姿勢を強め、美伊交渉進展もありUSD/TWDは一時31.50付近まで下落し
た。しかし6月17日のFOMCおよび18日の台湾中銀会合はいずれも政策金利据え置きとな
る一方、ドットチャートはタカ派内容となり、ドルは再び上昇基調へ転じた。

下旬は期末・半期末の資金調整を背景にドル需要が持続し、USD/TWDは緩やかに上昇
した。6月23日には株価指数が48,000ポイントを超えて過去最高を更新したが、その後は
米金利上昇と株式市場の高値圏での不安定な動きにより、為替はさらに上昇圧力を受け
た。6月25日時点で31.872の月中高値を付け、同日は31.835で引けた。

USD/TWDは6月に安寄り後上昇へ転じたことを受け、7月見通しは台湾ドル上昇基調から
修正し、強弱要因が併存する方向感不透明な展開を想定する。米国のインフレと金利動
向不確実性が高まる中でドルは下支えされる一方、台湾の堅調な基本面と資金流入が下
値を支え、想定レンジは31.40～32.00と見込む。

対外環境では米国とイランの衝突は大幅に緩和し、リスク回避のドル需要は後退したが、
焦点はインフレと金融政策へ移行した。6月FOMCは政策金利据え置きながらドットチャー
トを上方修正しタカ派姿勢を強め、SEPでもPCEとコアPCE見通しを引き上げた。これにより
高金利長期化観測が強まり、米債利回りは高止まりしドルを下支えしている。

国内面では台湾経済は引き続き良好で、輸出および受注はAIや先進半導体需要の拡大
により好調を維持している。産業の波及効果も広がり、資本市場には持続的な資金流入が
見られる。株式市場は高値更新を続け、外資の関心が高まっている。6月の台湾中銀理事
会は政策金利据え置きとしつつ、通年GDP成長率を9.45％へ大幅上方修正し、台湾ドル
の基調を支えている。

総じて7月はドル金利要因と台湾資金動向の綱引きが続く見込みである。経済成長と輸出
は台湾ドル高要因となる一方、市場の注目は米国のインフレと金融政策に移り、株式市場
の変動を通じて為替市場への影響が強まる可能性がある。短期的な方向感は出にくく、レ
ンジ内での往来が続きつつ変動幅は拡大する展開を想定する。

発表日 イベント 期間 予想 結果 前回 イベント 期間 予想

1.74%

6/1 製造業PMI指数 5月 56.1 55.3

39.0%

7/1 製造業PMI指数 6月 -

6/5 CPI（前年比） 5月 2.10% 2.20%

2.00%

7/7 CPI（前年比） 6月 -

6/9 輸出（前年比） 5月 37.9% 51.7%

6/23 輸出受注（前年比） 5月 48.7% 47.2% 48.1%

輸出受注（前年比） 6月 -

7/22

輸出（前年比） 6月 -

7/21

7/9

6/24 鉱工業生産（前年比） 5月 11.78% 14.16%

6月 -

失業率 6月 -

3.34% 7/23 鉱工業生産（前年比）3.32%5月失業率6/23

6/18 台湾中銀金融政策決定会合 Q2


